
平成 27 年 1月 26 日臨時市長記者会見資料 

●「大通交流拠点地下広場」の供用開始について 
 

 平成 25 年 8 月から地下鉄南北線大通駅コンコースに整備を進めている「大通交流拠点地

下広場」の新規拡張部が、2月 4日から順次供用を開始します。 

 同広場は、「人びとの多様な交流を支援し、都心内の中心性を象徴的に表現する『サッポ

ロ広場』の形成」を目的として、改修工事を行ってきたものです。 

 コンコース内に点在する行政サービス施設を新規拡張部へ移転・集約することにより、

混雑の解消や円滑な人の流れと見通しの確保を行うほか、滞留空間を整備し、多くの方に

都心での快適な時間を提供します。 

 札幌市は、同広場の整備を進め、市民や観光客の多様な交流を支援していきます。 

 

１ 事業概要 

 (1) 広場名：大通交流拠点地下広場 

 (2) 概要 

「人びとの多様な交流を支援し、都心内の中心性を象徴的に表現する『サッポロ広 

場』の形成」を目的とし、隣接する民間事業者と「大通交流拠点まちづくりガイドラ 

イン」を作成し、建物地下階と一体となる広場空間を形成するため、官民協働で整備 

を進める。 

 (3) 場所：中央区大通西 3～4丁目、南 1条西 3～4丁目（一部） 

 (4) 整備方針 

  ① 歩行者通行量の増加や、歩行者動線と施設利用者の待ち行列の交錯による混雑を

解消し、円滑な人の流れと見通しを確保 

   ア コンコース内に点在する行政サービス施設を新規拡張部へ移転・集約 

   イ 民間テナント施設をコンコース中央部へ移転・集約 

  ② 滞留機能・利便機能を備え、人々が豊かな時間を過ごすことができる広場を形成 

   ア 休憩や待ち合わせ、多様な情報の収集などを行うことができる滞留空間を確保 

   イ 観光文化情報ステーションを新規拡張部へ移転し、4月より総合案内機能に拡 

    充 

  ③ 都心の中心にふさわしい質の高い空間とする 

   ア 出入り口を改修し、地上の自然光を取り込む吹き抜けなど、地上と地下を結び

付ける空間をデザインする 

 (5) 事業費：約 22 億円 

 (6) 整備概要図 
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